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推 移奇 所 ♯亮 様式 槻 方法 現 況及 び移溝 地の兼境 状 況

書 名

拝
書

灯

の
改
変
蔀

垂

港
施
設

予
定
地

生活
株式等

胞 子又 は
花粉の

移 動様式

書 子の散

布 様 式

生育 晰 採 取 ・

轍 方 法

一榊 、夢枕

等の実例 の
有無

使 用税材 運 搬方 法 手法 実♯ 移柾 株数 移 植 地 のオ発 状 況
及 び配点事 項

軸 による
洗乱 などの影 書

tゾハサノキ
（アカネ科） ● ●

大本類
（低木～

動 物妊

愚妹

重 力散布

動 物散布

低 地林 内

なお 、非
改 変部 で

ある暮川
南側 のハ

マイヌビワ

ーコミノク
ワッグ群

低 木（1 m以 下）は
瀬 取 り（余分な枝 ‾

や 幹 は切 り落 と
す ）

中大 （1～3 m ）は根

回し雀 瀬取 り（余
分な枝 や幹 は切 り
落とす）

実例無し。
スコップ、タワ等

による根掘 り。人
力作巣 。

根 鉢を新 開
紙、兼 等 で包

み、人 力 ある

いは稚械 で
搬 出 ．

捷穴 に捷 え込

み 水棲 め（根
鉢 と現地 盤 の
瞼 間をなくす）

後 、乾漁 防 止

にマルチ ン
グ、根 動きや

倒 木を防ぐた
め支柱設 正 ．
なお 挿し木

実例 がな

い ため 実

空港 施設 予定地 であるゴ′レフ
寺 内のオオバ ギーグッキツ群 ＃ に

7軌
航 空韓書 灯予 定地で あるカタ

フタ山のオオバギーグッキツ群落
内 に1株．

本書 は 低地林 内に生 育す る高さ1～ 4m の常簸 低木 であ
る。
空 港施 設予 定地の秩 は 、近幹の 類似 耕 であるオオバギ

－グ ッキツ群 落に移植 ナ る。移林 地 と同一捷 生のオオバ ギー
グッキツ群 落の植生萌査 轄 果は、低 木 層¢～5m）の林 被 率

は20－ 90％ 、草本膚（1－ 1．6心の植 被 串ほ20－80％ となっ

てお り、低木 席と草本 雇の僻 事 が高 くなっている所 があ
る。移 棟地 の オオバギーゲ ッキツ群 落 も同様 であると考 えられ

るが、本領 は生長してもl～ 4m 鍵度 で あること、また、稚被 串
が低 い所を運 び、密林 を避 けることにより移 種スペ ースは確
保 できると考 える．移桂 地 は現況 で生 育が権 幕された植 生と
同 じであり、スペースも確 保 できることから、生育乗境 として
適 していると考える．

航空 陣音 灯予定地 に い は可 能 ≠取り改変 を寒 けるも

空港菟 設 予定 地

の扶につ いては、
距 ＃ が近いことと筆
諸 様式 から珠 乱な ●
どの彰一 はないも

のと考 える．
兢 空辞 書灯予 定

地 につ いてほ、や

むを待ない弟 合は
直近 に移溝 ナる。
直近 i与移推 するこ

とから諌 乱などの影
事 はないもの と考 え
る中米）

落 内 にお

い ても平
成 8年 に

挿 し木 実例 無し。 プランター等で育苫後 に定 柾。
ヽ及 び種 子採 取

による栽培 ・移
溝 につい ては

政 が必 要 しつ て　 王
の とナ るが、や むを得ない券合は直 近 に移植ナ る。移林 地
はオオバ ギーゲッキツ群落 であろ。移 植 地と同一種 生である
オ オバ ギーグッキツ群落 の柱 生帝査 結 果 は低 木書（3～5m ）

●

生 育 が稚
欝 されて

い る。

寺 子採 毛（文 一

秋 ） ‘
実例 無し。

直 井き、また はプ
育苗後 に定 雄。

ランク一等 で

扶 移権 を補 完

す る目的で 、
必宰 に応じて
行 うものとす

る。

の権 鼓率 は2 0～抑％ 、草 本雇（1～ 1．6 m ）の桂被 率は 20－
鮒 ％となっていら．移柾 地 のオオバ ギーグッキツ群落 も同様

であると考 えられるが、移 樵掛 ま少 なく、生長 しても1～4m 亀
庄であること、また、椎 被率 が低い所 を苛ぶ ことにより夢枕 ス

ペースは確 保できると考 える。直近 に移 棟することから、土
書 条件 などは現況とほぼ 同 一であり、生 育兼境 として適 して

いると考 える．

イ～がキカラ 卵 藤 動物 媒 王　 散布 林 内 林

種 子 採種 （♯－
款 ）

実例集 し．

同属のカラスウ
サ、ケカラス卵
などで栽 培
実例あり。

直井き、またはプ
育苗 後に定棟。

ランク一等 で 種 穴に植 え込
み 水を与 え 、
乾 姓及び 涜 亡

を防ぐため 枯

実例 がな

いため美
牧 が必 ≠。

空 幕施設 予定地 であるゴ′レフ
輩 内のオオバギーグッキツ群 落 の
林 敢称 こ2株 ．

本穫 はや や 開けた山地 林茸沿い 等 に生育 する常緑 のつ
る性多 年草 である．
空港 施設 予 定地 の珠ほ 、近幹のゴルフ半 裁地 内のオオバ

ギーグッキツ群落 林海部へ 移植ナる．
本書 は林 道沿い等 の開 けた乗境 を好み 、つる佐 多年 革で

地物 に巻き付 いて生 育ナ る－とから 林簸 での移種スペー ス

改変 区域内 で採
取 した書子を生育
した後 、近年 のゴル

フ♯沃 地内 のオオ
バ ギーグッキツ群 落
林 集部 へ移植 ナ

プ　 アス
（卵 科）

● 本類

つる性

見荘 力

動物 散布

ヽ書

掘 取 り

実例集 し．
同点 のカラスウ

ワ、ケカラス卵
などで載埠
実例 あり。

根掘 り

へ ら
スコップ等

根茎 を新 開

親等 で包み 、
土套袋 等で
搬 出．

兼 等でマル チ

ング
改 変前 に改 変

区域 内の株 か
ら種 子採 取 。

カラスウリ
等 の実例
を参考 に
す る．

し・・　 － ヽ
の確保 は容 易であること、オオバギーグッキツ群 落 は生育 を ・
推移 した群 落 と同一であ ることから、生育職 として適 して

いると考 える。

る。移棟 地は2缶所
ある。距 ＃ が近 いこ

とと兼兼様 式か ら枕
乱 などの影事 はな

いものと考 える．

瀬 取 り 実例 集し。
スiップなどによ

る枝堀 り．人力作
業 ．

周 囲の土及

空港施 設予定地 であるゴル フ

場 内の池周 辺等 の湿地 草本 株
生（休耕 田湿地 、低茎 草本 ）や水

本程 は通 常水 中または水 辺に生 育す る多年 生草本 であ
る。
適切 な移植 地が事業 実施 区域 周 辺の公 有地等 には存 在

ヽヽ■ ゝ　　　 ◆

ビオトープ（池 ）内

で 管理す ることから
珠乱などの彰一 は
土

タイワンアシカキ
（イネ科 ） ●

草本類 ・

地上性 ・
多年草

見 媒
重 力散布

動 物散布
湿地

株 分け（妓茎 の分

封）

実例 無し．

同属のアシカ
キは実例有

り。

取り後、はさ
み、ナイフ等で凍

分けし、茎切片を
植 え込 み、青首

後 に定桂。

び水 と共 に容

蕃 に入れて
搬 出 桂 穴 に桂 え込

み

実 例が な

い ため実
扱 が必 要

田温 に多数 生育。稚生 帝 査結
果を麟 まえ、生 育状 態 の良 い20

株巷度 を、エ事 2年 次、5年 次 に
それ ぞれ葦定す る。

しなV －とカ ら、空港 施設 北伽のボックスか レハー ト下 流 に

ビオトー プ（池）を創 出し、そこへ移植 を行う．類 似無味 を創
出す ることから、生 育には 善していると考 えるが、紳 後 は
池の水 位や 水井なども含 めた珠玉 な管 理が必要 である。

言いもの と考 える。

稚子 扶 稚 （ま～
秋）

実例無し。 プランター等で育 首後に定 律．


